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研究公正インスティテュート
（Institute of Research Integrity）

設置目的
　本学の教育、研究における研究公正推進体制整備のためには、恒常的
に研究公正、研究倫理について研究する体制を構築することが求められ
ている。
　その求めに応じて、本インスティテュートを設置し、本学の研究公正
推進に資する研究を行う。

研究内容
　１）教育、２）研究、３）学史・倫理思想理論の３つの主題領域を立
てて研究する。これらの内容は次のとおり。
　１）学士課程、大学院課程における研究倫理教育の諸問題について
　２）研究行為における研究倫理、著作権、利益相反に関わる諸問題に
ついて
　３）学史、倫理学、思想史の視点から見る高等教育機関における研究
倫理の諸問題について
いずれの主題領域においても、本学の研究公正推進体制整備に資する実
践性を優先し、教育、研究、関係法制・組織整備の現場にフィードバッ
クできる研究を行う。

研究員（2019年度）
　山東　功（所長）、長畑多代、深野政之、前川真行、
　中村征樹（客員研究員・大阪大学）、萩原弘子（客員研究員）

（研究推進機構ウェブサイトより）
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大阪大学大学院文学研究科博士後期課程

萩原　弘子
大阪府立大学名誉教授
研究公正インスティテュート客員研究員

前川　真行
大阪府立大学高等教育推進機構教授
研究公正インスティテュート研究員

松澤　孝明
文部科学省研究開発局開発企画課研究開発分析官



（執筆者紹介：五十音順）

市田　秀樹
信州大学学術研究・産学官連携推進機構准教授（URA）

中村　征樹
大阪大学全学教育推進機構准教授
研究公正インスティテュート客員研究員

中村　文彦
大阪大学全学教育推進機構特任研究員
大阪大学大学院文学研究科博士後期課程

萩原　弘子
大阪府立大学名誉教授
研究公正インスティテュート客員研究員

前川　真行
大阪府立大学高等教育推進機構教授
研究公正インスティテュート研究員

松澤　孝明
文部科学省研究開発局開発企画課研究開発分析官

　　第４号

発行日　2020年３月31日
編　集　大阪府立大学　研究公正インスティテュート
　　　　　山東　功
発　行　大阪府立大学
　　　　　研究公正インスティテュート（研究推進機構）
　　　　　高等教育推進機構
発行所　研究公正インスティテュート
　　　　　599−8531　大阪府堺市中区学園町１−１
　　　　　大阪府立大学
印　刷　　和泉出版印刷株式会社




